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I 学校関係者評価の基本方針 

 

１．学校の教育目標、計画に沿った取り組みの達成状況、学校運営等への取り組みが適

切に行われたかについて自己評価を行い、学校運営等の課題について、継続的に

改善を図るとともに、評価結果を公表する。 

２．自己評価結果の客観性・透明性を高めるとともに、設置学科に関連する企業・団 

体、卒業生、保護者など、学校が密接に関係する者の理解促進を図り、継続した連

携体制を確保するため、業界関係者、卒業生、保護者等学校関係者から規程に基づ

き選任した委員による「学校関係者評価委員会」を設置し「学校関係者評価」を実

施する。当該委員会の委員の助言、意見などの評価結果を学校運営等の改善に活

用する。評価結果と改善への取組を本校公式 Web サイトに掲載し広く社会へ公表

する。 

 

II 重点目標に対する評価 

 

（2023 年度の重点目標） 

次の 4 つの視点から、教育の質の維持・向上を図り、入学した学生が安心して学び、

生活できる教育体制を実現する。 

1. 教員の質 

1） 公開授業を通した教員相互間の評価、学生授業アンケートのフィードバック、

あるいは教員研修への積極的参加等を実施することにより、教員の教育力向上

を図る。 

2. 教育内容の質 

1） シラバスの点検・整備等により、カリキュラム（教育課程）の不断の見直しを

行うとともに、教育課程編成委員会において企業からのアドバイスをいただく

ことにより、社会から必要とされる知識・技術を兼ね備えた人材の育成を図る。 

2） より実践的な教育を進めるため、企業あるいは関連業界団体とのより一層の 

連携を図る。 

3. 教育成果の質 

1） 各分野・学科が設定している教育目標の達成度向上に向けた工夫を行い、より

高い成果を実現する。 

2） 就職を教育成果の最終成果と捉え、就職率向上に向けた施策を実施する。 

4. 学習環境の質 

1） 学生が、日常において教育を受け生活する校舎および教育施設・設備の充実に

ついて、継続した施策を実施する。 

2） 卒業直前に、在学期間における本校の教育サービス全般（ハード面、ソフト面）

について学生の満足度調査を行い、その結果に基づいて学習環境の改善を図る。 
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（2023 年度の重点目標から作成した学校目標に対する評価・意見） 

１．適切と思います。学生に寄り添った教育だと感じました。（休学生徒に対する対応、面

接、父兄面談等）（企業） 

２．学習成果の退学率低減についてはさらに深掘って考える必要があるのかなと感じまし

た。（企業） 

３．在籍者数の確保について 退学者数の抑止の為に、転科出来る期間を、もう少し長く

設ける事が出来れば、改善出来るかと思います。ただ授業が進んでしまうと、補習、

補講等が必要になるので、教員の方々の負担が増えてしまいますが。（父母等の代表） 

４．教育の質の維持・向上に努力されている。シラバスの点検・整備は教育内容の質を保

持していて良い。教育成果の質、学習環境の質についても熱心に取り組まれている。

（父母等の代表） 

５．ほぼ目標に対して行われていると思います。（企業） 

６．大変、適切であると考えます。目標に入ってはいますが、退学率対策を明確にした独

立項目があるとわかりやすかったかもしれません。（企業） 

７．学校側がよく理解されて目標も作成されており、それに対し適切な取組み及び対策考

案、対処対応されており評価できると確認いたしました。（企業） 

８．毎年度の在籍者数を確保するためには、学校全体（各学科）の教育体制＝学校の魅力

が明確になっていないと維持継続や更なる増員がうまくいかないと感じます。（企業

に置き換えると経営理念や経営方針みたいなもの）2024 年度学校目標の資料以外にも

学校案内などの各資料を拝見するにあたり、上記の項目が明確且つ分かりやすくアウ

トプットされており、教育体制の質、就職率や学校の魅力は非常に高いと感じます。

（企業） 
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III 評価項目の達成及び取組状況 

自己評価（4：適切 、3：ほぼ適切、2：やや不適切、1：不適切）結果に基づき、学校関

係者評価委員より評価いただいた。学校関係者評価は各々の評価委員から回答のあった評

点の平均をとって算出している。 

（1） 教育理念・目標 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 学校の理念・目的・育成人材像は定められて

いるか 
４ ４ 

B． 学校における職業教育の特色は定められてい

るか 
４ ４ 

C． 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか  
４ ４ 

D． 学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構

想等が学生・保護者・関係業界等に周知され

ているか 

４ ３．９ 

E． 各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか 

３ ３．９ 

 

（2） 学校運営 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 目的等に沿った運営方針が策定されているか  ４ ４ 

B． 運営方針に沿った事業計画が策定されている

か 
４ ４ 

C． 運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか  
４ ４ 

D． 人事、給与に関する規程等は整備されている

か 
４ ４ 

E． 教務・財務等の組織整備等意思決定システム

は整備されているか  
４ ４ 

F． 業界や地域社会等に対するコンプライアンス

体制が整備されているか  
４ ４ 

G． 教育活動等に関する情報公開が適切になされ

ているか 
４ ３．９ 

H． 情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 
４ ４ 
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（3） 教育活動 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方

針等が策定されているか 
４ ４ 

B． 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた 学科の修業年限に対応した教育到達レ

ベルや学習時間の確保は明確にされているか  

４ ４ 

C． 学科のカリキュラムは体系的に編成されてい

るか 
４ ４ 

D． キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立

った カリキュラムや教育方法の工夫・開発

等が実施されているか  

４ ３．９ 

E． 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等と

の連携により、カリキュラムの作成・見直し

等が行われているか  

４ ３．８ 

F． 関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技、実習等）が

体系的に  位置づけられているか  

３ ３．６ 

G． 授業評価の実施・評価体制はあるか  ４ ３．９ 

H． 職業教育に対する外部関係者からの評価を取

り入れているか  
４ ４ 

I． 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は

明確になっているか  
４ ４ 

J． 資格取得等に対する指導体制、カリキュラム

の中での体系的な位置づけはあるか  
４ ４ 

K． 人材育成目標に向けて授業を行うことができ

る 要件を備えた教員を確保しているか  
４ ３．９ 

L． 関連分野における業界等との連携において優

れた教員（本務・兼務含む）を確保する等マネ

ジメントが行われているか  

４ ３．９ 

M． 関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資質

向上のための取組が行われているか  

４ ３．９ 

N． 職員の能力開発のための研修等が行われてい

るか 
４ ３．９ 
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（4） 学修成果 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 就職率の向上が図られているか ４ ４ 

B． 資格取得率の向上が図られているか  ４ ４ 

C． 退学率の低減が図られているか  ２ ２．６ 

D． 卒業生・在学生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか 
４ ３．８ 

E． 卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学

校の教育活動の改善に活用されているか  
４ ３．９ 

 

（5） 学生支援 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 進学・就職に関する支援体制は整備されてい

るか 
４ ３．９ 

B． 学生相談に関する体制は整備されているか  ４ ３．９ 

C． 学生に対する経済的な支援体制は整備されて

いるか 
４ ３．９ 

D． 学生の健康管理を担う組織体制はあるか  ４ ３．９ 

E． 課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
４ ３．８ 

F． 学生の生活環境への支援は行われているか  ４ ３．９ 

G． 保護者と適切に連携しているか  ４ ４ 

H． 卒業生への支援体制はあるか  ４ ３．９ 
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（6） 教育環境 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか 
４ ４ 

B． 学内外の実習施設、インターンシップ、海外

研修等について十分な教育体制を整備してい

るか 

４ ３．９ 

C． 防災に対する体制は整備されているか  ２ ２．８ 

 

（7） 学生の受入れ募集 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 高等学校等接続する機関に対する情報提供等

の 取組を行っているか 
４ ４ 

B． 学生募集活動は、適正に行われているか  ４ ４ 

C． 学生募集活動において、教育成果（資格取得・

就職状況等は正確に伝えられているか  
４ ４ 

D． 学生納付金は妥当なものとなっているか  ４ ３．９ 

 

（8） 財務 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 中長期的に学校の財務基盤は安定していると

いえるか 
４ ４ 

B． 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっ

ているか 
４ ４ 

C． 財務について会計監査が適正に行われている

か 
４ ４ 

D． 財務情報公開の体制整備はできているか  ４ ４ 
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（9） 法令等の遵守 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
４ ４ 

B． 個人情報に関し、その保護のための対策がと

られているか 
４ ４ 

C． 自己評価の実施と問題点の改善に努めている

か 
４ ４ 

D． 自己評価結果を公開しているか  ４ ３．９ 

 

（10） 社会貢献・地域貢献 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・

地域 貢献を行っているか 
４ ３．９ 

B． 学生のボランティア活動を奨励、支援してい

るか 
４ ３．９ 

 

（11） 国際交流 

評 価 項 目 学校自己評価 学校関係者評価 

A． 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

国際 交流を行っているか 
４ ３．９ 

B． 留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか  
４ ３．９ 

C． 留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な 体制が整備されているか  
４ ３．９ 
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Ⅳ．今後の改善方策についての意見 

１． 現状の学生に寄り添った教育をお願いします。（企業） 

２． 学生・担任（教員）・臨床心理士それぞれへのアプローチが必要かと感じます。  

”学生”の「こころのケア」も大切ですが、身近にいる”教員”の「こころのケ

ア」も学生と密接に関わっているため非常に重要なのではと感じています。  

（企業） 

３． 常に外部環境を調査し、情報を適切にとらえてください。企業とのさらなる連携

強化。学生のケアをして円滑な教育を進めてください。さらなる発展を願ってい

ます。 

４． 就職活動の時期を早めにできるように検討をお願いしたいです。また学業に関し

ての改善はないと思いますが、社会人としての一般常識等を今以上に教えていた

だきたく思います。（企業） 

５． 資格修得率、設備からエリアトップクラスだと思います。あえて述べさせて頂く

と、1. 体験入学の効果が高いので、体験入学に来た動機をさらに分析できる仕組

みを構築できると良いかと思います。2. HP も誘導など大変よく作られています。

ただ SNS も含めて学生を紹介している感じがやや強く、学生主体で学生生活を

楽しみ発信している様をより見せると良いかと思います。（父母等の代表）  

６． 引き続き学校側が日々注意確認しながら、その都度対応対処されることが大事だ

と考えます。（企業） 

７． 企業や関連業界団体との連携強化をしていくことが重要かと感じます。昨今の社

会情勢や各業界のリアルを知っていなければ、「企業がどのような若手人材を求

めているのか」を理解することができません。この現状をもとに教育方法・体制

の戦略と戦術を立てることができます。また企業との連携により、インターンシ

ップ、技術講習や実践形式での実習の時間をなるべく増やすことができれば良い

かと感じます。（２年編成のカリキュラムだと中々厳しいとは思いますが・・・）

実務経験を積む機会が多ければ多いほど、学生の方々は「自信」をより身につけ

ることができます。自信を持って学校を卒業し、社会へ送り出せる（卒業生が安

心してキャリアをスタートできる環境づくり）は非常に重要であり、学校側とし

ても一つの魅力になるのではないでしょうか。このようなことは既にご理解され

ており、教育体制の中に取り組まれていることかと存じますが、勝手ながら私の

ご意見とさせていただきます。今後とも何卒よろしくお願いいたします。（企業） 
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